第36回　施設処遇検討会議　議事録　H23.4.11

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M中村文洋・須々田珠実・木村春子

小笠原嘉紀・・上平ユリ子

　　　　　　　　　　　   　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M・馬渕豊子・小坂和子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：小笠原　嘉紀
議題

１：五日市公様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：松村勉様　　（青山荘入所者様）の処遇について

１：五日市公様（青風荘入所者様）の処遇について
病名：てんかん精神症　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

①　人間関係に於いてストレスを溜めやすく、不安定になる。他者に干渉しトラブルとなる。
・定期的な面談を行い、話しを聞く事でストレス発散の機会を作っていく。

被害妄想的な発言が聴かれる際は内容を十分に聞き取り、本人が納得できるよう分かりやすく説明していく。

・挑発的な行動や失敗について笑われたりすると、どのような気持ちになるか考えて貰うようにし、行動の修正を図っていく。

・他者との交流の場を見守り、過干渉、挑発的な行動、他罰性、被害妄想などが見られた際には介入を行っていく。また、行動が顕著に見られるようであれば主治医に連絡し、薬剤調整を提案していく。
②　転倒のおそれがある

・手すりを使っての階段昇り降りを勧め、下り方についても片足を残して下りていくよう伝えていく。

・前を向かずにうつむいたまま歩く事がある為、前を向いての歩行を行うよう伝えていく。
③　身の回りの事で上手くできない部分がある。整容面（髭剃りなど）

・よだれや食べこぼしによる衣類の汚れは、人に聞かれない場所でそれとなく更衣の声かけをする。（全体の場での指摘でなく、個人ごとに声を掛けていく）

・自室の掃除・衣類の収納が不十分な為、定期的に介入して一緒に行う。

・髭の剃り残しなど整容面で不十分な点がある場合はその都度、声掛けを行い難しいところは援助していく。

・面談やレク時の着替え準備の声掛けは他者に聴こえないように促しを行う。

＜評価＞

　病状も安定してきており、以前見られた眠気も徐々に軽減しておりデイナイトケアへのプログラムの参加も行う事ができている。過干渉やストレスを溜め込んでしまい、対人関係の問題が見られることもあるが、スタッフの介入により生活自体は行う事ができている。

今後サービス事業所として支援を展開していく為に、面談を行い、本人のニーズを踏まえた上で新たな支援計画を立案していく。

２：松村勉様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　腰痛症

＜問題点・介入方法＞

①疾病・服薬理解　　服薬自己管理に向けた指導（継続）

・どの程度、自分の病状に対して自覚できているのか本人の過去の振り返りから確認、把握する。
・現在、自己管理に移行できていない理由について考えていただき、現実検討を行うことで理解度を測り、指導方法の検討材料にする。

・本人の理解度に合わせ、病状悪化を未然に防ぐための対処法、（服薬継続、日中活動の必要性）について分かりやすく伝達する。

◎上記の手順で服薬自己管理への段階的な移行を進めていく。

②日中活動（活動の充実、行動範囲の拡大）

・自炊について実施状況をみながら回数を増やすことで、退所後の生活への動機付けを強化していく。

・職員と一緒に進めていく意識づけを図るため、プログラム毎に振り返り、評価の時間を設定する。

・日中活動の必要性について理解を促しながら、本人の興味、関心や生活スキル向上に必要な個別プログラムを企画、実施する。（外出等を取り入れ、施設外での活動機会も増やしていく）

③健康管理（継続）

・個別学習を継続して行い、体重増加によるリスクを理解していただく。

・間食の量、内容について指導し、自己制限が難しい場合は小遣いの上限額を設定し、その範囲内で購入する。

・散歩が継続できていることを評価しながら、日中活動の時間を活用し、ストレッチ体操の他に取り組めるものも検討していく。

＜評価＞

　　本人のこだわりが強くスタッフの意見を聞き入れにくい部分があるにしても、現在までの経過や支援内容全体について、本人との関わりが薄く支援の効果及び具体性に欠ける部分が見られる。早急に、本人との面談を実施し、生活状況の把握とニーズなどを引き出し、支援を展開していく必要がある。本人の生活スキルとして評価できる部分を評価し、服薬自己管理に向けたステップアップを図っていく必要がある。

また八戸赤十字病院の田名部ＰＳＷと連絡を取り、八戸赤十字病院、家族、青南病院の三者による退所に向けた合同の面談を実施し、本人の退所後の生活について（日中活動の拡大も含める）話し合いを設けていく。また青南病院のデイケア通所へのアプローチの方法（短時間での通所、スタッフ同行での通所）なども今後、検討を行っていく。

